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行
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そ
れ
で
パ
～
～
し
に
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し
て
。
。
の
ｒ

節
を
さ
こ
い
と
、
し
し
Ｔ
ｙ
明
る

く
酒
テ
く
ふ
ご
。
し
こ
し
こ
。
。

さ
て
、
『
‥
－
し
？

一
か
や
ご
。
‥
‐
～
ゲ
メ
ヽ
に
に
Ｉ

‥一一
胃ゾヤｙ十

ゝ｀し卜

・
’
ト
ゝ
‥
。
。
リ
ー
。
’
『
し
：
一
一
。

－
。
－
　
。
‘
゛
』
‐
ｌ
ｒ
一
一
『
。

．
ｊ
－
ト
几
‥
‐
－
｀
～
で
～

ハ

Ｊ
ｊ
に
！
ふ
勺
．

－
’
Ｉ
Ｌ
Ｉ
｀

痢

･■JI.'

九
‐
口

聊
石
二
ぐ
ブ
．

‐
‐
Ｅ
九
∴

万丿

－ 1.
⊃丿

卜
:':l

い
仁
ヅ
ノ
。
則
…
…
心
。
い
ヽ

ン
ダ
ー
～
ｊ
～
し
す
。
ト

ー
ツ
１
　
１
。
【
。
士
百
は

｀
ｉ
Ｑ
Ｏ
’
一
一
５
χ
一
み
♪
ｊ

中
防
み
す
口
．
ろ
．

= - ご - 7

．
ろ
そ
る
入
回
も

に
す
。
晴
間
を
み

て
レ
ク
リ
ズ
Ｊ
ソ
ヨ
ン
で
、
う
っ
と

う
し
さ
を
吹
さ
・
～
は
し
ま
し
ょ
う
。
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大
全
世
帯
に
市
旗
を
無
料
配
布

　
包
年
じ
目
．
‐
に
岡
哨
所
が
人
～
石
．
］
Ｕ
月
ご
ロ
の
所
別
｛
甘
に
は
多
か
な

年
七
‐
　
　
　
｝
、
削
債
十
九
・
六
八
平
方
〔
添
が
計
画
さ
れ
て
お
け
辻
札

メ
ー
ト
ル
、
人
口
三
刀
Ｕ
壬
六
『
リ
。
十

九
九
１
　
田
伺
い
行
し
て
か
ら
浪
十
‐
口

の
１
　
１
　
ロ
を
‐
え
ま
す
。

　
肘
で
は
、
こ
れ
を
記
（
し
て
本
年
巾

記
｛
仙
石
行
な
っ
て
、
こ
の
巾
剛
石

十
川
年
を
祝
っ
て
お
り
、
す
で
に
市
尺

音
楽
鈍
質
会
、
桜
ま
つ
り
、
藤
ま
つ
り

消
町
心
な
ど
の
行
事
が
行
な
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
紀
之
汀
!
f
l
t
ヒ
し
て
は
、

　
　
記
念
式
典
、
物
故
乙
皆
府
民
、
面
功

　
丿
者
迫
弔
会
、
睦
上
‐
削
除
豊
川
駐
と

ゝ
ん
皿
の
記
（
パ
レ
ー
ド
、
呪
回
萌
隊

　
友
松
基
地
に
よ
る
刄
蕪
隊
犯
汀
、
小

　
巾
ふ
校
児
童
生
徒
の
鼓
綸
ブ
ラ
ス
バ
ン

-

一 一

県民税が減税されます市

-

ド
パ
レ
ー
ド
、
川
碩
公
田
グ
ラ
ン
ド
で

は
日
本
休
操
｛
｝
洲
崎
地
区
大
会
を
行
な

い
、
市
制
五
十
周
年
の
人
文
字
が
グ
ラ

ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
柚
か
れ
る
な
ど
、
空

陸
．
休
の
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

旗市るれさ布配で料無

す
。

　
七
月
以
後
の
行
堆
と
し

て
は
、
八
月
の
夏
ま
つ
り

花
火
大
会
、
十
月
の
市
民

体
育
余
、
十
一
月
の
菊
ま

つ
り
な
ど
の
例
年
の
行
事

を
い
っ
そ
巨
尤
人
さ
せ
て

こ
の
～
川
Ｉ
行
五
ト
周
年

を
祝
い
ま
す
。

　
ｎ
の
己
念
行
事
の
ほ
か

に
砲
念
事
余
と
し
て
は
、

市
民
会
叶
の
辻
設
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
が
、
も
つ
Ｉ
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四
十
叫
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
唇
〈
十
六
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
市
旗
を
令
世
帯
に
一

枚
づ
つ
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
ご
ぞ
ん

じ
と
思
い
ま
す
か
、
岡
崎
市
の
侑
章
の

い
わ
れ
は
、
「
岡
崎
城
は
一
名
心
ケ
城

と
呼
ば
れ
、
も
と
こ
の
山
に
司
郎
が
住

み
、
城
が
築
か
れ
る
や
そ
の
守
護
神
と

な
り
、
家
庸
公
の
生
れ
た
時
そ
の
姿
を

現
わ
し
た
り
、
敵
の
攻
め
る
と
き
は
必

－
－

急

ピ
ツ

｜勺｡
ず
雨
輿
を
も
っ
て
川
を
お
お
い
守
っ

た
」
と
伝
え
ら
れ
た
り
・
、
岡
筒
の
地
名

が
厄
の
う
づ
く
ま
っ
て
い
る
形
で
、
ど

ち
心
が
ぽ
か
頭
（
さ
き
）
か
わ
か
り
ぬ

の
で
そ
の
名
に
な
っ
た
な
ど
屯
に
ち
な

ん
だ
多
く
の
こ
れ
ら
の
故
事
を
と
吽
夭

れ
外
郭
に
屯
の
爪
が
宝
珠
を
つ
か
ん
だ

形
を
配
し
、
中
に
「
岡
」
の
文
字
を
図

案
化
し
た
も
の
で
す
。

　
五
十
周
年
を
熾
谷
に
、
こ
の
市
旗
を

き
り
に
愛
し
て
い
た
だ
き
市
民
意
識
の

高
揚
を
願
い
た
く
市
制
髪
乙
日
そ
の
他

市
の
行
事
等
に
は
全
戸
も
れ
な
く
軒
先

に
湯
げ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ぷ
つ
お
願
い

し
ま
す
。

チ
で
進
む

連
尺
小
新
築
工
事

　
本
市
の
教
育
施
設
の
猿
術
は
、
重
点

施
策
と
し
て
毎
年
す
す
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
昨
年
法
務
施
設
跡
地
開
発
に

と
も
な
い
、
元
能
見
町
地
内
に
移
転
が

杢
弓
た
連
尺
小
学
校
新
築
移
藍
工
事

は
、
昨
年
十
二
月
着
工
以
来
順
調
に
工

事
が
進
め
ら
れ
、
七
十
％
ほ
ど
で
き
あ

が
り
、
七
月
木
完
エ
め
ざ
し
て
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
が
、
同
時
に
行
な
わ
れ
て
お
ｎ
ま

す
．
絡
床
面
積
は
六
、
二
二
七
平
方
ｘ

－
ト
ル
で
、
普
通
敦
室
三
十
敦
司
特

別
教
室
六
教
室
（
理
科
二
、
家
庭
、
図

工
．
図
書
、
音
楽
）
．
そ
れ
に
給
食
室

取
口
・
ぶ
、
校
長
室
．
保
健
司
印
川
室

ロ
ッ
カ
ー
『
な
ど
か
設
け
ら
れ
る
立
派

な
学
校
で
総
工
費
一
億
三
千
万
円
を

か
け
て
七
月
末
完
工
し
、
二
学
期
か
ら

　
べ
錘
て
ら
れ
て
い
ろ
校
力
は
、
鉄
鴎
　
　
巡
尺
小
学
校
の
児
童
は
新
し
い
校
が
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
稗
一
一
噌
建
の
雨
校
舎
と
一
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
の
事
業
と
し
て
ヽ
た
て
一
北
校
舎
、
そ
れ
に
体
育
館
と
プ
ー
ル
の
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統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
今
年
の
七
月
一
目
1
1
　
1
社
で
国
の
指

定
統
計
濁
斤
で
あ
る
～
ｙ
百
貨
匹
調
査

と
商
岩
統
計
‐
～
が
円
宍
れ
よ
す
。

　
事
巣
所
統
計
調
査
は
、
わ
が
国

の
す
べ
て
の
事
業
所
（
｛
．
Ｉ
、
エ
思
、

商
店
、
事
務
所
、
宍
院
、
９
　
校
、
映
画

館
、
旅
館
、
家
府
内
似
な
ど
事
業
の
行

順

調
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進
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連
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事
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す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
一

　
商
巣
統
計
餌
査
は
、
全
国
の
卸
’

売
業
、
小
売
業
、
飲
食
店
な
ど
の
商
店
一

に
つ
い
て
、
も
れ
な
く
調
査
す
る
も
の

一

で
、
わ
が
国
の
同
業
に
つ
い
て
そ
の
構
・

造
お
よ
び
活
動
の
実
態
を
明
り
か
に
し

商
業
板
興
扇
拷
立
案
'

I
j
t
i
進
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
調
ぎ
は
、
指
Ｉ
統
計
で

す
か
ら
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
厳
唄
に
秘
Ｉ
が
守
ら
れ
一

佃
々
の
調
且
票
を
統
計
目
的
外
に
使
用
・

す
る
こ
と
は
、
法
律
に
よ
り
固
く
禁
ぜ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
一

県
川
事
か
ら
任
介
さ
れ
た
詞
汽
貝
が
み

Ｉ

な
さ
ん
の
事
業
所
に
う
か
か
っ
て
調
査
一

を
お
願
い
し
ま
す
か
心
、
お
忙
し
い
と
一
一

こ
ろ
ご
迷
惑
で
す
が
、
ご
応
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
・

な
わ
れ
て
い
る
場
所
）
を
い
っ
せ
い
に

　
１
介
し
事
栞
所
の
分
部
と
そ
の
活
動
の

状
湖
を
剛
ら
か
に
す
る
こ
と
を
］
的
と
一

す
る
国
の
も
っ
と
も
八
木
的
な
大
調
査
・

で
、
産
業
別
、
地
域
別
、
規
醍
別
な
ど

の
統
計
衣
と
し
て
行
政
則
幄
に
役
立
て
・

る
は
か
冬
種
統
計
調
査
の
飛
礎
賢
料
と

区　　　　分

一一
　ｌ

呪i

　　他年の出航人白祐から
①誤曹経ｏかいパヤだ㈲ ５

R 町び‥み礎晋拍りづ∩

④所弓乍柚で-○

　　汁よに∩リ④肘良江にj･ﾆ･
' ' V．（二イ

丿丿づり

　生命牟回ト1ト･トバ卜節∩77円に□丿ト)ii'.%)

⑥氏養控除額

妻

子２人

⑦基　礎　控　除　加

訳　税　鯛　貼　ざ.'･
　　③－ぶ一口-一-

r
う／･‘ Ｌ

－

収・貝民税の年混利

-〃㎜㎜■㎜･㎜■･･=･a　-I■･■　　　･■■㎜･㎜■　■■･■
ド牡特叫六万壮十〇しか00パ

元）ﾚﾍ
J
雨乱臨ﾊﾞﾊ00:GL'O

- - －

｀'rら.心､rごくｓ

j………'が

･'

－
－
－
－
－
―

－
‐
－
－

－
‐
―

本
Ｉ
ぺ
に
か
か
り
な
い
よ
う
な
十
分
な

卵
八
宍
え
て
発
生
を
し
ぎ
た
い
も
の

で
す
ご
ｍ
で
は
今
年
も
一
船
1
1
民
の
か

た
に
六
月
十
一
。
一
百
か
ら
七
月
八
日
ま
で

の
間
に
市
内
を
巡
口
し
て
予
防
｛
扁
を

し
ま
す
か
り
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
少
　
年

　
諮
浅
口
～
心
乱
ｕ
に
ア
メ
リ
カ

が
吋
入
荷
‥
≒
‐
山
八
丈
主
覗
か

二
十
～
た
っ
て
勺
】
‐
・
ふ
さ
『
か
け
た
よ

コ
≒
勁
蒔
に
川
山
玉
若
は
え
手

勝
１
　
寂
～
と
限
っ
て
ろ
っ
け
ら
れ

ぬ
時
Ｉ
五
回
い
９
　
　
門
9
4
も
ゆ
恐
し

い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
移
り
変
っ
て

現
代
の
心
１
　
年
は
皿
白
切
抄
え
の
つ

か
な
い
人
人
よ
　
、

え
っ
て
故
な
　
　
　
麗
’

Ｉ
力
を
備
え

大
八
七
｛
に
四
四

こ
と
は
自
分
で
し
て
他

人
に
は
侵
さ
せ
ぬ
か
わ
り
に
他
人
に

心
惑
を
か
け
な
い
と
い
っ
た
自
由
民

主
主
義
に
徴
し
て
い
や
岑
に
兄
ら

れ
る
。
崖
利
己
的
で
公
共
性
と
い
っ

た
気
風
に
穴
け
て
い
る
の
は
ま
だ
自

巾
民
主
主
義
允
成
の
中
途
に
立
っ
て

い
る
か
・
～
だ
と
ｍ
わ
れ
る
。
統
制
の

枠
が
外
れ
た
始
め
に
は
十
三
、
叫
才

の
少
年
が
川
れ
て
行
っ
た
が
、
そ
れ

か
り
年
と
八
に
変
化
し
て
今
で
は
十

Ｉ
ｒ
７
り
～
１
～
1
1
4
1
g
ｒ
ｌ
ｊ
ｊ
Ｉ

　
今
年
荊
白
川
の
パ
‐
か
や
二
ふ
Ｉ

レ
に
．
厄
年
守
．
と
な
が
う
め
時
期

に
咎
ヤ
ー
、
大
冊
Ｉ
い
．
び
貼
敗
指

数
け
‐
犬
し
て
、
に
九
ｎ
う
～
．
Ｉ
図
隋

～
に
Ｉ
９
　
い
．
ペ
爪
…
…
、
’
‐
い
’
－
－
の
八
‐
‐
～
に

Ｉ
‐
‥
ト
’
り
に
に
ゲ
ツ
ー
・
ん
が
、
て

・-! n

’に

―
一
Ｌ
－
。

心
。

仁
’
。
イ
、

1
1
1
1

Ｆ
て
、
・
－
．
’
岫－

－
Ｊ

Ｆ

ゝ〃

こ
Ｉ
し
ｔ

－

る
り
占

χ
ｒ
ｓ

や
鮒
．
～
｛
年
ペ
回
‐
‐
回
申
‐
い
．
回
生

’
ダ
ッ
万
言
ノ
ヅ
ノ
ド

す
破
円
を
．
．
．
’
『
け
す
し
た

丿

　
人
‐
は
一
言
‐
じ
て
叫
べ
と
f
-
f
<
■
;
-
.'

人
命
、
財
政
を
ね
こ
そ
ぎ
ヤ
イ
ヽ
し
云

い
よ
す
．
し
た
が
っ
て
弘
た
ち
は
大
閤

に
よ
る
水
Ｉ
の
燭
も
に
１
　
要
な
t
w
l
E
l
i
i

半
分
水
知
し
て
お
き
．
不
Ｔ
に
し
て
そ

.1

Ｘゝ

フ
ン
ー
、

し
に
・
不
学
糾

～
≒
こ
戸
～

２
河
に
・
の
ピ
ノ
ー
ゾ
゛

　
か
け
ぐ
『
ダ
Ｊ
・
ご
し
Ｉ
・

３

款
爪
で
’

L--

ゝ＝７
’
！
‐
’
‘

１

ｓ
ｒ
―
－
ｒ
ｒ

ｒ
ね
、
四
－
－
り

Ｉ～
－
－
ｉ
－
♂

ふ
Ｉ
Ｉ
ｔ
ｌ

ｒ
、
４
／
Ｊ
』
』
ｊ
゛
－

寸
％

午
の

’
ｑ
Ｌ
・
‐
し
ｉ

イ
‘
－
凪
。

'l~-z

りI.

宍

W-I

ベ
ベ
な

－
ｊ
－
Ｉ
『
’
－
－
‐
‐
；
‐
‐
‐
‐
－
‐
－
‐
‐
‐
‐
－
－
－
‐

日
　
本
　
脳
　
炎

　
日
本
脳
炎
は
毎
年
夏
が
近
ず
く
と
発

生
す
る
伝
染
病
で
す
。
こ
ど
も
が
急
に

高
熱
を
だ
し
三
日
た
っ
て
も
叫
口
た
っ

て
も
熱
か
さ
が
り
ず
、
意
識
も
ぼ
ん
や

り
し
て
い
る
と
い
う
ぶ
つ
な
状
態
に
な

り
Ｉ
管
。
こ
の
よ
う
に
日
本
脳
炎
と
い

’
つ
病
気
は
、
高
熱
（
三
十
八
度
～
四
十

度
）
、
頭
痛
、
は
き
気
で
始
ま
り
、
首

や
手
足
が
何
と
な
く
ぎ
こ
ち
な
く
固
ま

り
、
意
識
が
ぼ
ん
や
り
す
る
と
い
う
、

脳
が
・
浸
さ
れ
た
症
状
を
曙
徴
と
す
る
病

気
で
す
。
統
計
に
よ
る
と
五
才
か
り
十

才
ま
で
と
い
う
年
令
の
児
倉
か
詞
気
に

か
か
４
　
９
か
一
番
昌
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
思
し
い
こ
と
に
は
こ
の
痢
気
に

な
っ
た
ら
皿
後
適
切
な
治
療
を
受
け
て

む
て
の
三
分
の
。
が
死
亡
し
ご
。
』
一
分
の

一
が
不
い
に
ご
昌
と
い
う
迎
命
を
も
っ

て
り
Ｉ
す
ご
昌
・
日
気
は
、
ウ
ィ
ル
ス

ー
こ
い
う
恥
原
体
が
、
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ

力
と
い
’
つ
航
に
よ
っ
て
人
の
休
に
う
っ

。
・
こ
れ
る
の
で
す
ご
こ
で
私
た
ち
は
蚊

の
い
な
い
罠
句
を
仙
石
心
安
か
お
り
ま

ト
ブ
宍
か
じ
り
渋
す
が
バ
～
全
に
と
ト
う
わ
け
に
は
で
き

　
～
‐
－
で
勺
　
三
社
人
の
で
Ｉ
匹
接
心
‥
を
受
け
て
、
・
日

　
’
、
削
の
い
"
■
"
:
　
l
;
'
-
Ｏ
ａ
'
-
;
な

～
、
い
で
、
ビ
Ｊ
∵
ユ
ニ
．
≒
り
っ
か
秋

高
ふ
．
よ
や
≒

5
１
１
が
・
ふ
な
い
か
ら
、
侭
り
餓

　
パ
ン
な
ど
を
川
回
す
る
。

６
飲
料
水
を
暗
保
す
る
。

- 一 一



I?)曹
りよだ市　　政噸

青
少
年
対
策
を
推
進

環
境
フ
く
り
で
健
全
育
成
を

　
・
皿
～
回
個
二
心
少
年
‐
回
に
‐
～
乙
・

関
心
か
０
・
ち
て
、
阿
力
百
ふ
不
．
育

咸
、
非
行
万
１
　
対
策
が
㈲
皿
さ
れ
っ
っ

　
　
あ
否
万
一
は
、
一
‐
‐
‥
に
し
い
ニ
ラ
す
。

　
少
年
の
非
ば
門
閃
一
だ
け
に
つ
い
て
。

岡
崎
の
坦
｛
万
・
り
え
て
み
る
と
、
昭
和

円
十
Ｉ
は
一
～
十
九
句
に
比
へ
て
パ
ー
マ
か

な
が
・
谷
足
し
て
い
り
ま
庖
べ
動
～

少
乍
だ
け
を
。
拾
っ
て
７
る
と
、
～
仰
の

傾
向
に
あ
っ
て
、
今
後
の
少
年
‐
行
に

止
対
策
の
1

1
1
1
を
こ
の
百
に
向
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ヒ
し
い
ま
す
。

　
全
国
統
計
で
は
、
ヅ
生
、
生
心
が
六

割
、
勤
労
・
１
　
年
｛
円
匹
で
す
が
、
岡
崎

市
と
か
睡
知
県
で
は
｝
一
の
比
率
か
反
対

で
こ
れ
は
労
働
人
口
引
～
の
旧
違
か
ら

く
る
桔
Ｉ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一家

比呂志、

昭和41年６月１

恥
Ｊ

季

杜んざい

大
震
は
Ｊ
十
年
中
に
川

００
宍
余
署
で
Ｉ
よ
し
た
ご
今
乍
も
他
町
呉
か
ら
か
な
り

場
合
二
王
の
六
百
五
十
万
。
‐
に
対
し

有
職
無
以
生
年
は
二
千
二
白
六
士
一
名

で
あ
っ
て
毫
ぽ
尚
Ｌ
じ
吋
ノ
ー
］
め
て

お
り
ま
す
。

　
臓
寂
の
八
び
は
、
塵
～
糾
惣
の
海

び
と
と
も
に
人
生
昌
三
人
～
い
で
八
る

は
ず
ぺ
の
に
、
・
脆
く
～
年
い
Ｉ
Ｕ
荼
、
転

職
、
印
収
、
非
け
、
転
落
の
ヶ
ｊ
ス
が

‐
目
－
’
～
Ｉ
回
フ
～
則
‐
小
心
寸
Ｉ
め

グ
．
イ
し
ヅ
ヅ
～
ダ
ー
四
回
‐
‥
勺
ご
～
う

40年度中の犯罪少年取扱斂

計

外

国

県

外

県

内

閻

崎

市

ﾐ/

/1

　
閻
崎
市
一
四
八
人
一

Ｊ
ｉ
ｌ

　
岡
崎
市
で
は
毎
年
腎
少
年
対
輿
に
は

積
啄
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
町
Ｗ

ｌ
ｌ
ｆ

ぐ
矢
…
…
…
圧
‥
‐
―
―
、
〕
‐
｀
’
い
Ｐ
一
月
に
け
Ｉ
く
肖
少
Ｉ
の
だ
ｙ
に
動
ぞ
胃

-

て
‘
Ｅ
、
ま
た
愛
知
県
青
生
年
育
成
四

吋
‥
乍
度
‐
標
の
中
に
も
「
勤
叶
９
少

介
に
勉
学
の
飛
会
を
９
尤
、
職
業
訓
練

Ξ
‥
薗
の
向
上
を
は
か
る
｀
「
余
暇
を
可

ほ
、
印
収
、
非
け
、
転
落
の
ヶ
ｊ
ス
が
効
に
活
田
す
ろ
よ
う
指
Ｉ
し
て
い
く
」

あ
ま
り
に
も
溶
い
・
の
に
胞
か
さ
れ
ま
す

一
々
ど
い
頂
‐
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
．

　
あ
乙
生
年
私
常
に
ド
ド
れ
た
非

行
少

』年
に
つ
い
て

　
2
　
1
べ
た
結
Ｔ
で
は
．

就
飛
後
三
か
弓
匡
に
二
十
四
万
、
ぺ
か

回
流
に
は
四
十
凡
「
が
離
職
し
て
お
り

ゲ
忘

⑤
や
で

ご
ざ

洋裁の勉強をする市立岡崎高等学院生

　
や
や
れ
す
れ
ば
㈲
ぐ
口
腔
を
失
い
か

け
て
い
る
少
年
を
、
あ
た
た
か
い
心
で

な
ぐ
さ
め
、
は
げ
ま
し
、
み
ち
び
い
て

友
蝿
鵬
引
戸
０

　
五
‥
り
臨
０
　
市
飛
会
は
五
月
十
四
日
午

前
十
時
か
ふ
市
役
所
議
場
で
叩
か
れ
ま

し
た
。
ま
ず
、
市
尺
〈
。
猷
建
設
工
事
請

伎
契
約
絲
結
を
承
認
し
た
の
ち
、
正
副

‥
ぺ
改
込
に
入
り
、
議
長
は
小
早
川
防
氏
］

-

が
留
任
、
副
回
に
‥
吊
根
義
一
氏
か
Ｉ

逝
ぱ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
常
任
特
一

別
。
を
り
人
と
毒
目
、
そ
の
池
組
合
議
員
」

が
議
尺
指
名
で
決
心
さ
れ
、
午
前
十
一

時
聞
会
し
ま
し
た
。

　
各
委
員
公
の
ぶ
。
・
に
は
っ
ぎ
の
と
お
り

　
○
委
い
長
こ
剛
蚕
に
艮

常
任
委
員
会

　
　
（
総
務
商
工
委
Ｍ
会
）

　
○
太
田
一
男
口
服
部
‐
ロ
仏

鍔
の
い
い
ゐ
ヱ

尚
で
す

⑤

年
学
校
」
。
市
立
町
崎
高
等
｛
比
｝
を
。

し
月
に
は
中
火
ス
ポ
ー
ツ
青
年
唸
級
を

開
設
、
岡
崎
公
園
グ
ラ
ン
ド
に
は
夜
間

照
明
設
備
を
回
り
付
け
た
り
中
Ｉ
公
＜
A

堂
や
現
在
の
連
尺
小
体
育
館
を
市
民
体

頁
館
に
し
て
青
少
年
の
休
膏
ヒ
明
朗
な

ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
、
菅
生
川
か
-
Ｌ
'
-
＼
"

は
ロ
ー
フ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
の
Ｉ
叫
今

年
度
に
は
別
に
『
丹
少
年
セ
ン
タ
ー
』

　
斉
藤
泊
一
　
小
林
良
舅

　
川
巾
七
雄
　
近
藤
山
年

　
柴
田
信
市
　
水
田
清
一

　
山
本
栄
　
回
水
勝
冶

　
（
土
木
ｎ
林
委
貝
会
）

ｏ
Ｉ
地
茂
○
近
藤
紀
之

　
浅
井
常
松
　
胃
山
常
ご

　
村
剛
藤
八
郎
大
竹
庄
二

　
中
根
剱
夫
　
山
木
松
ぺ
郎

　
伊
が
皐
一
　
高
昌
司

　
（
文
教
民
生
委
員
会
）

○
川
田
渡
○
鍋
田
紀
之

　
太
田
勇
　
山
本
哲
人

　
巾
根
剋
冶
　
飛
田
金
一

　
石
田
忠
雄
　
佐
藤
吊
‥

　
市
川
介
一
　
萩
原
智

い

　き･

ちも

ヴ
め
た
．

く
て

齢
り
ａ

に
て
な
ノ

こ
と
比
な

７
ｊ
否

｜

ｊ
ｊ
ｒ
ｊ
／
ｌ
ｊ
χ
ノ

圈
／
」
「
一
白
　
　
に
」

－
・
ｉ

内
一
三
二
一
三
四
一
　
六
一
七
二

－
－
ｊ
－

外
一
　
一
一
　
一
二
八
一
　
一
四
」
五
三

ｉ
－
ｌ
ｌ
ｌ

言
言
言
甘
言
眉
引
し
レ
ド
レ
レ
じ
泗

べ
と
つ
亮
巴
応
‐
九
ぷ
｛
ソ
ー
年
玉
万
年
円
民
迎
勁
の
中
に
竺
勤
労
万
い
と
思
い
ま
す
’
　
　
　
百
Ｉ
五
川
千
門
ロ
の
市
議
会
に
は
『
爾

１ 人
i±.

一

一

一－
一
〇

一
一
八

－
一
一
四

－
一
一
九

人

有

職

一
一
一
七 六

－
四 六

一
一
人

無

職

〃●
－
四

一
一

一
九

五

－
一一

七

一一
九
八
人

計

少
年
の
口
士
忙
を
酉
重
し
て
青
少
年

の
健
Ｉ
々
育
戊
を
は
か
る
』
決
怠
を
表

叩
す
る
な
ど
、
ｔ
．
目
～
年
の
健
命
な
育
成

を
め
ざ
し
て
、
精
細
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　
大
企
業
の
中
で
は
、
す
で
に
多
く
の

㈲
策
が
な
さ
れ
、
比
較
的
問
題
も
少
な

い
よ
う
で
す
が
、
小
企
業
に
穀
く
少
年

に
対
し
て
も
、
｛
収
り
と
自
覚
を
持
た

せ
、
消
防
勁
を
通
じ
て
、
健
全
な
育
成

に
全
市
を
事
げ
て
お
し
進
め
て
い
こ
っ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
議
会
の
役
員
き
ま
る

議
長
小
早
川
氏
留
任
　
副
議
長
中
根
義
一
氏

　
（
水
沢
術
生
委
員
合

　
○
‐
瀬
広
一
〇
鈴
木
賎
尾

　
　
県
俊
一
　
牧
原
具

　
　
山
田
守
　
小
早
川
防

　
　
上
原
植
松
　
平
松
恒
正

　
　
羽
多
‐
与
一
巾
根
義
一

特
別
委
員
会

　
（
交
涌
対
策
委
貝
合

　
○
佐
藤
Ｉ
一
〇
山
田
守

　
　
太
田
舅
　
浅
井
常
松

　
　
…
い
順
広
一
　
玖
Ｓ
具

明
代
公
園
に

　
児
童

　
小
林
良
男
　
・
頂
『
町
金
一

　
近
藤
紀
之
　
穴
地
茂

　
（
介
併
委
図
会
）

の
萩
原
智
○
９
　
余
Ｉ
　
　

　
県
俊
一
　
貴

1
1
1
平
‥

　
小
早
川
吟
　
村
円
薗
几
郎

　
鉛
田
紀
之
　
巾
限
政
一

　
川
田
渡
　
人
円
一
刀

　
（
江
柿
巾
誰
Ｉ
防
皿
叩
発
．
娶
ｈ
会
）

の
丁
松
川
正
に
四
巾
‐
竹
　
　
　

　
巾
Ｉ
剱
冶
　
火
い
い
二

　
石
田
ｔ
滋
　
川
巾
定
雄

　
折
勝
山
年
　
そ
‐
回
巾

　
近
藤
紀
之
　
人
円
一
男

　
（
総
介
迎
彭
瑞
迎
設
回
迎
l
？
ｓ
<
i
;
）

ｏ
限
局
司
０
　
‐
円
藤
九
郎

　
竹
原
μ
　
丁
心
付
正

　
服
昌
輿
弘
　
中
根
截
一

　
水
田
泗
一
　
荻
原
智

　
昭
水
侈
冶
　
鈴
本
俄
咤

　
（
所
長
介
〔
琥
扇
ｎ
会
〕

ｏ
永
出
回
一
〇
羽
多
野
与
一

　
斉
藤
鎗
一
　
巾
木
哲
人

　
飛
田
金
一
　
大
打
山
二

　
近
藤
山
年
　
山
本
限
次
郎

　
川
川
渡
　
高
ほ
司

　
（
同
県
几
略
建
設
に
卸
委
員
会
）

ｏ
山
木
松
次
郎
○
山
木
鴇
夫

　
県
俊
一
　
青
‐
宦
‥

　
小
り
川
呻
　
服
同
穴
吐

　
中
根
飢
夫
　
柴
田
價
府

　
山
本
栄
　
鈴
ぶ
収
は

　
（
区
圃
紹
迎
事
業
Ｉ
走
■
＾
i
E
<
!
;
）

○
斎
藤
郎
一
こ
巾
根
剱
冶

　
太
田
舅
　
浅
坪
鵬
松

　
｛
瀬
広
．
－
上
卵
趾
松

　
石
田
忠
雄
　
田
中
定
雄

　
作
原
圧
方
　
宮
地
茂

　
（
工
場
誘
致
委
員
会
）

○
巾
根
絹
天
○
小
林
良
男

（
岡
崎
税
務
署
裏
）

館
が
開
館

　
明
大
寺
地
内
の
岡
崎
税
務
署
頁
の
明

代
公
園
に
児
重
館
が
m
し
ま
し
た
。

　
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ひ

二
階
建
で
延
百
八
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル

で
若
草
色
の
建
物
で
す
。
展
示
寅
ほ
自

然
科
学
室
、
郷
土
歴
史
館
、
作
品
展
示

室
、
宇
宗
室
の
四
室
に
わ
か
れ
、
児
童

の
夢
を
伸
ば
す
た
め
の
展
示
が
さ
れ
て

い
ま
す
か
り
Ｉ
玉
や
子
供
さ
ん
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
、
一
般
の
か
た
が
た
も
お

気
組
に
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
円
室

の
展
示
内
容
は
つ
ぎ
の
と
抑
リ
で
す
。

一
自
然
科
学
室

　
コ
ン
皿
、
植
物
、
‐
ハ
姐
の
標
本
、
動

　
物
の
｛
は
く
製
｝
な
ど
の
展
示
。

二
郷
土
歴
史
館

　
　
口
光
杉
の
大
尉
が
知
っ
て
い
る
二

　
百
三
十
八
年
間
の
］
本
と
聞
崎
の
歴

　
史
の
年
表
、
市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土

　
し
た
［
Ｅ
々
や
旧
常
僻
村
の
人
た
ち
の

　
寄
川
に
よ
る
蕃
の
民
具
、
灯
貝
、
晨

　
具
、
Ｕ
Ｍ
崎
城
の
か
わ
り
の
展
示
。

三
、
作
r
-
~
~
i
｡
V
示
室
（
二
階
）

　
　
市
円
小
、
中
ヅ
生
の
彫
刻
、
絵
画

　
セ
イ
ロ
ン
、
ス
イ
ス
の
了
ど
も
た
ち

　
の
絵
画
の
展
示
。

！　｜

　
山
田
守
‘

　
羽
多
呼
与
一
］

　
市
‐
政
一
　
・

　
伊
ぺ
吊
一
　
一

各
種
委
員

　
こ
ご
亮
）

　
　
　
冴
山
鴬
ト

　
｛
ｑ
じ
繁
Ｍ
｝

　
べ
～
Ｉ
０
　
一

　
‐
心
莉

卜
原
隅
松

岡
円
紀
之

山
木
栄

泗
水
腸
治

‐
口
卜
几
郎

（
愛
知
4
1
市
剽
Ｆ
９
　
方
ぷ
恥
会
委
図
）
一

　
人
Ｉ
　
丿
　
竹
原
封
　
　

一

　
｛
評
宍
　
小
休
・
良
男

　
服
ｙ
‐
１
　
　
上
‐
清
一

一
部
専
務
組
合
議
員

　
（
愛
4
1
県
昂
比
い
町
組
｛
‥
議
員
｝

弓弓

し
【
Ｕ
に

～
竹
山
年

訓
田
紀
之
　
～
円
に
巾

（
三
回
四
市
特
輯
糾
へ
沢
‐
）

　
飛
円
金
．
右
‐
白
．
．

　
萩
‐
Ｉ
　
回
衣
片
治

（
口
約
市
聊
田
部
に
０
　
し
柝
組
介
議

人
円
勇
　
山
大
円
夫

小
林
良
男
　
巾
位
糾
冶

眼
卵
］
弘
　
石
川
巴
雄

円
中
定
雄
　
中
松
鎖
人

刀
ン
野
与
一
上
‐
回
一

（
岡
崎
海
外
二
町
伝
梁
・
‐
駒
組
合
議

ｒ
ｌ

ｒ
ｌ
・

－
１

Ｉ
　
片
蒋
厨
一

四
宇
宙
室

　
　
月
か
ら
の
大
宇
宙
の
パ
ノ
ラ
マ
を

　
中
心
に
し
て
、
宇
山
遊
泳
な
ど
の
報

　
酒
９
　
戮
ロ
ケ
ッ
ト
、
宇
宙
飛
行
士

　
人
工
衛
星
の
模
型
。
□

　
作
製
の
E
i
i
i
a
l
a
の
展
示
。

○
開
館
日
跡

　
巾
。
穴
乍
た
り
ヘ
ヅ
出

さ
れ
「
Ｊ
ｍ
、
陳
情
の
彩
・

く
か
、
こ
う
し
た
性
ｄ
の

　
遜
路
の

町
設
、
改

良
、
水
道
、

下
水
．
橋

喫
、
敦
育

～
設
…
…

な
ど
地
城

門
発
の
進

具
に
～
う
人
［
の
社
へ
硝
に
よ
町
客

も
の
で
、
巾
人
Ｉ
爪
を
湖
望
す
る

円
け
八
」
に
Ｕ
た
っ
て
に
ご
も
の
が

あ
る
。
し
ず
れ
ち
介
曜
的
尾
野
と
い

う
よ
り
≒
当
判
四
回
ぽ
辿
域
に
根
ざ

す
、
う
ら
の
９
　
ぼ
の
、
う
ち
の
町
内

の
刈
で
を
、
皿
は
と
ち
あ
れ
、
何
と

か
‐
て
こ
石
谷
つ
け
て
ほ
し
い
と

い
う
類
の
も
の
が
人
部
分
を
占
め
て

い
る
よ
う
だ
。
そ
一
一
に
は
学
区
エ
ゴ

イ
ズ
ム
や
川
内
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
端
的

に
坦
わ
れ
、
巾
全
休
の
方
回
や
あ
り

方
は
第
二
義
的
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
各
役
員
や
市
議
は
、
地
元
の
要

甲
卵
一
に
、
こ
れ
が
７
　
９
１
化
に
は
ん

走
し
、
そ
の
回
叫
Ｉ
衡
に
あ
た
る
。

地
元
役
員
は
予
算
・
で
不
星
三
場
合

は
町
内
、
９
　
Ｉ
の
『
自
冷
的
協
力
』

を
行
な
う
け
副
り
を
つ
け
る
。
と
い

f
r
-
謡
路
で
下
が
迎
展
し
、
そ
の
事
業

郊
凌
す
る
。

な
れ
ば
、
帽
心
ば
、
円
辺
部
、
人
口

の
大
小
な
ど
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の

格
差
が
あ
り
、
肖
八
条
件
の
悪
い
と

こ
ろ
は
、
ム
リ
を
す
石
か
、
以
送
る

か
の
Ｉ
．
者
択
一
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥
い

る
‐
心
‥
か
川
～
山
一
万
、
る
と
い
う
こ

と
で
政
治
い
公
田
の
昭
則
か
ら
み
て

門
川
邸
内
包
す
る
。

　
市
内
で
は
上
下
水
府
な
ど
は
長
期

ト
（
几
見
回
ふ
睡
ヒ
す
る
施
策
は
　
[
･
■
■
０
回
収
‐
に
入
る
と
、
こ
・
つ
し
年
心
肝
圃
に
そ
っ
て
、
太
い
線
に
よ

丘
年
、
岡
～
‐
で
み
憎
え
て
い
る
。
た
皿
情
団
が
、
ぶ
め
役
所
で
≒
　
つ
て
事
業
が
辿
め
ら
れ
て
い
る
が
、

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
老
い
校
舎
の
改
築
、
プ
ー

必
要
な
長
期
計
画
ぺ
回
館
石
に

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
良
、
新
設
な
ど
で
は
艮

国
県
市
の
相
違
は
あ
乙
に
し
て
も
、

い
づ
れ
も
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
関
陽
官
り
も
、
や

り
た
い
仕
事
か
出
礦
み
し
て
い
る
な

か
で
、
予
卵
化
に
は
叫
ぽ
が
あ
芯
た

め
、
犀
弧
度
に
地
元
の
舅
無
勢
如

何
と
い
う
尺
度
も
加
味
し
て
、
大
き

く
フ
ル
イ
に
か
け
て
、
事
業
の
予
算

化
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
往
々
に
し

て
あ
χ
ｙ
。

　
地
元
の
協
力
態
勢
と
い
う
こ
と
に

問
計
ぼ
は
な
い
ぷ
っ
で
、
各
年
度
は

じ
め
に
、
色
々
な
角
度
で
検
討
Ｌ
七

の
都
度
決
め
ら
れ
て
ゆ
く
よ
う
だ
が

少
な
く
と
も
、
多
額
の
７
　
算
を
必
要

と
す
ゑ
蚕
は
、
長
同
計
画
を
立
案

発
表
し
、
明
確
に
し
た
順
位
に
従
っ

て
予
算
化
嗇
工
す
れ
ば
ム
ダ
な
時
間

や
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
大
巾
に
抑
制
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
（
八
田
　
澗
）

Ｔ
松
柏
正

山
本
訟
次
郎

市
川
元
一

高
に
司

佐
藤
比
‐
１
１

近
藤
紀
之

Ｉ
余
皐
一

鈴
木
沢
尾

明代公園と開館した児童館

日
曜
、
祝
］
午
前
九
時
～
午
後
五

　
　
　
　
　
時

平
　
口
午
後
一
時
～
五
時

休
館
口
毎
週
月
曜
日

　
な
お
、
入
場
は
爪
料
で
す
か
り
、

ご
自
由
に
ご
賎
覧
く
だ
さ
い
。

国都圃

お

県

民

　
知
　
ら
　
せ

税
（
一
期
分
）

　
　
納
期
限
六
月
三
十
日

定
資
産
税

巾
計
．
山
税

民
年
金
保
険
料

（
二
期
分
）

（
二
期
分
）

納
期
限
八
月
　
一
日

㈲
日
ご
ろ
の
準
備
で
期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
ｅ

休日緊急(琵馳)当直医師表‰ぶ鸚諭端端に詣昌

月 日 内　　　科　・　小　児　科 外　　科

６

月

５ 康生申内田病院21一一5171膝本1大浜£院23－3115羽根山･El^院51－5155,材木１石原冑院21－13(i'!

12 * 浅井医伊.22－6J67｢伊賀宮池タEl－2993柱　中砥*■ 51－0Q18矢作中田&晩31－2'28

19連尺1 A田々22－1411 茸田山本々SI 一-W59J*　柱診療所51－4078A帖宇安々21－5360

26伝丿蜀s声藤々21－0555〃　山下々21－3fi63 ・　橋本医院El -305?原生爾杉滴々22-C29I

日 産婦人科 皮　泌　科 耳鼻咽喉科 眼　　科

５ 笹　宮皿医暁51－羽GB溥t.南Ξ島医院21－1648六供中村医院12－3463康^東高村S暁21－032･

12 〃　岩村* n－im 元能凡松家々 a: ･m 伝罵i鳥E々SI- 0B19m見矢屡々21－0641

19衆生廠内田病院21－5171田町嗣尾タ21－3m 伊賀:中暇々22－sm 升田富田々21一一sm

26六供伊藤医院21--05a6楠田衣浪々2:－07S] 能見It-** 器･2116A鳩i Ma* n一0558

歯　科 歯科医師会館　　2 1 －Q 5 0 1
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